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	発達支援に関わる専門職・保護者対象
	＼よりよい発達支援・療育って何だろう？／
	子どもの育ちを支える 視点とアプローチ
	支援は これで適切？
	療育って どう選ぶの？
	発達面に課題をもつ子どもにとって必要な関わりや機会とは何でしょうか？ひとりひとりの子どものニーズを理解し、その育ちを支えるための視点と具体的なアプローチについて考えます。
	2026年

	講師
	日時
	大谷 多加志
	京都光華大学健康科学部心理学科教授
	児童福祉の現場で発達支援に10年以上 従事した経験を持ち、現在も小児科ク リニックでの心理相談、発達相談を担 当している。

	10:00 ~11:00
	定員
	参加費


	無料
	名程度
	〒615-0882 京都市右京区西京極葛野町38　京都光華大学 　光耀館272教室
	会場
	お申し込みは フォームから

	京都光華大学心理学科公開講座
	京都光華大学は京都で一番「Well-Being」な大学を目指しています！



	会場案内
	会場
	正門からお入り頂き、慈光館裏の駐車場横を進み、光耀館までお越しください。
	光耀館の外階段から２階テラスに上がり、正面の入り口のすぐ左手に272講義室があります。
	当日はお車でのご来場はできません。公共交通機関または近隣のコインパーキングなどをご利用ください。

	京都光華大学心理学科公開講座
	お申し込みは フォームから



